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トレーニングが IMAT 蓄積の抑制と減少をもたらすのかを明らかにすることであると述べている。  
 さらに第２章では先行研究を詳しく振り返り、先行研究のほとんどが肥満者と対象にした有酸素運動
の効果を述べるにとどまっており、筋力トレーニングの効果が十分に検証されていないことを明らかに
している。また、長期にわたる IMAT 蓄積抑制についても不明であると述べている。 
 その未解決の点を明らかにするため、第３章で研究課題 1：中高齢者における IMATと代謝異常リスク
因子の関係、研究課題 2：トレーニングが中高齢者の IMATに及ぼす影響を提示している。 






 第５章では、著者は研究課題 2を二つに分けている。まず研究課題２− 1として、筋力トレーニング
が中高齢者における IMATに及ぼす影響を 6ヶ月にわたって検討し、さらに研究課題 2− 2として、5年
間の複合トレーニングの結果を検討した。その結果、研究課題２− １では、筋力トレーニングが大腿筋
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 それらについては今後の検討が必要であるという意見が提示されたが、結論にある IMAT が代謝異常
リスク因子と関連していること、中高齢者への筋力トレーニングは IMATの減少に有効であること、長
期にわたる複合トレーニングは加齢に伴う IMATの蓄積抑制効果があることは極めて臨床的意義が高く、
未解決な問題があるとはいえ、研究の価値に関しては審査会で高く評価された。 
平成３０年３月５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
